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①将来人口推計

・多摩市多摩ニュータウンでは高齢化率が急速に上昇、本格的な人口減少期へ突入。

・何も策がなされない場合、2040年には2020年比で約35％の人口減。

（５）人口

出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理
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②高齢化率
・沿道の地域は40％以上の著しい高齢化が進行。

（５）人口

出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理



15

①用途地域指定
・尾根幹線沿道沿いで、団地や戸建住宅地（一中高）以外の部分では二種住居・準住
居・準工等に指定され土地活用されている。（商業系用途は少ない。）

・また尾根幹線より西に広がる相模原・橋本周辺では商業系の他工業地域・工業専用
地域が広がっている。

出典：東京都：都市計画決定情報GISデータ（2019年）
神奈川県：国土数値情報用途地域データ（平成23年）

住
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２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理

（６）都市計画
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②容積率指定
・尾根幹線道路沿いの指定容積率は概ね200％が多い。

出典：東京都：都市計画決定情報GISデータ（2019年）
神奈川県：国土数値情報用途地域データ（平成23年）

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理

（６）都市計画
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・沿道は、住居系用途が中心で、一部が準工業、唐木田地区のみ近商。
なお、サービスインダストリー地区は特別業務地区に指定。

・沿道には住宅用途を主にした地区計画が複数あり、将来的な沿道利用によっ
ては、地区計画の変更等が必要となる。

・また、諏訪六丁目地区、多摩ニュータウン特別業務地区、唐木田地区では住
宅系以外の土地利用・建築物等の整備方針が位置づけられている。

出典：多摩市ＨＰ

諏訪地区
（約48.3ha)

諏訪六丁目地区
（約9.5ha)

永山地区
（約46.6ha)

永山五・六丁目
住宅地区
（約11.4ha)

多摩市特別
産業地区
（約0.8ha)

多摩ニュータウン
特別業務地区

（約20.9ha）

貝取四丁目
地区

（約0.8ha)
豊ヶ丘四丁目

地区
（約0.6ha）

南野二丁目地区
（約12.7ha）

南野三丁目地区
（約3.1ha)

鶴牧五丁目
南地区
（約4.1ha）

鶴牧五丁目
東地区
（約3.3ha)

鶴牧五丁目地区
（約4.0ha)

豊ヶ丘二丁目地区
（約5.7ha)

豊ヶ丘一丁目地区
（約3.3ha)

中沢二丁目地区
（約2.3ha)

唐木田地区
（約96.2ha）

広域幹線道路沿道
で研究・業務・教育・
福祉・レクリエーショ
ン等の計画的な導入
（住宅を制限）

幹線道路沿道地区

（沿道利用型の産業・
業務施設等の立地誘
導（住宅を制限）

産業構造の変化や超高齢社会への対応等、
多様化するニーズへの対応を考慮しつつ、
多摩ニュータウンの適正な機能分布をする
ための土地利用転換

③地域地区等（多摩市多摩ニュータウン）

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理

（６）都市計画
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・尾根幹線道路は森林、公園・緑地、ゴルフ場等まとまった緑が多い。

・また沿道には4階以上の団地を中心とした建物が集中している。

出典：国土数値情報ダウンロード 土地利用100ｍ細分メッシュ（H28年）、土地利用100ｍ細分メッシュ（H26年）
※ベースはH28年、土地利用区分（高層建物、工場、低層建物、低層建物（密集地）、公共施設等用地はH26を元に作成）

住
居
系

①広域土地利用

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理

（７）土地利用
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・沿道は、都営・UR・公社等の公的賃貸団地と小中学校等の公共用地が立地。

・唐木田地区やサービスインダストリー地区、沿道南側では住宅以外の用途が多い。

出典：土地利用：多摩市都市計画基礎調査（平成29年）より作成

②土地利用（多摩市多摩ニュータウン）

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理

（７）土地利用



旧南豊ヶ丘小学校：東京多摩フットボールセン
ター「南豊ヶ丘フィールド」として活用中
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（８）小中学校

①小中学校の状況
・沿道に面した学校は小学校１校、中学校１校、高校１校の計3校。

・児童数の減少により、沿道の小学校２校が廃校となり、それぞれが暫定的な活用
を実施。

出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理
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（９）近隣センター

①近隣センターの状況
・尾根幹線沿道付近の主な近隣センターは分散して立地し、賃貸・分譲が混在。

・空き店舗が増加し、機能が低下。賃貸では、コミュニティ施設への用途転換が進行。

出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理
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①豊かな緑と遊歩道
・徹底した歩車分離、計画的な
公園・緑地の配置、全長41ｋ
ｍの遊歩道、人口1人あたりの
公園面積2位等、ゆとりある緑
豊かな住環境が魅力。

・多摩東公園はスポーツ拠点と
してリニューアル済み。

（10）緑

出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ等

２.尾根幹線沿道の現状分析と拠点間の機能整理
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